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大澤　熊谷先生は仏教研究者だとお
聞きしました。
熊谷　私の実家がお寺で、私自身も
現役の住職です。より深く仏教の勉
強をしようと考えて、大学で仏教学
を学びましたが、仏教の哲学・思想は
とても広く、全然追いつきませんで
した。自分が一部しか理解できてい
ないと、実際にお寺で檀

だ ん か

家さんに説
法をするときに、きちんと「社会還
元」ができません。それを克服するた
めに、もっと理解を深めたいと研究
を続け、今に至っています。
大澤　そのような「社会還元」への想
いが、目標9の設定にもつながってい
るのでしょうか。
熊谷　私のやりたいことの根本にあ
るのは、「c

コ ン ト リ ビ ュ ー シ ョ ン

ontribution（貢献）」です。
仏教に関わる人間の1人として、人々
の幸せに貢献したい。でも、それはと
ても難しいことです。まず、私自身の
修行が足りていません。また、さまざ
まなことを研究しその成果を基に政
策提言などをしても、その効果や利益
が実際に皆さんに届くのには時間が
かかります。じゃあどうしたら、と考

えているときに出合ったのが、テクノ
ロジーです。例えば「説法」は、伝える
側のお坊さんにも習得に時間がかか
りますし、お坊さん1人では、聞いて
もらえる人の数にも限りがあります。
　ところが、私たちが開発した「ブッ
ダボット」というブッダの言葉を届け
られる対話型人工知能を使えば、時
間や距離の制約を超えて、多くの経
典を短時間で学ぶことができ、それ
を多くの人に直接届けられることが
わかりました。これは、人工知能の専
門家と協力することで可能になった
ことです。目標９でも同様に、認知シ
ステムの研究者や心理学者、音楽家
など、自然科学と人文社会科学の垣
根を越えてさまざまな分野の専門家
と協働し、異分野を融合した「総合知」
に基づいて科学技術を開発すること
で、より多くの人の幸福に貢献できる
のではないかと考えています。
大澤　この目標では「こころ」というの
がキーワードだと思います。「こころ」
とはどのようなものなのでしょうか？
熊谷　結論から言えば、「こころ」を
誰もが納得する形で一元的に定義す
ることは極めて困難です。「こころ」
という言葉が指すものは多元的で
す。これまでは、例えば心理学では

「こころ」とはこういうもの、神経科
学ではこう、哲学ではこう、といった
形で学問分野ごとに部分的に解き明
かしてきました。このプログラムで
は、さまざまな研究成果を統合して

「こころ」を理解していきます。脳内
の分子レベルから神経のつながり、
さらに人間関係や普遍的価値観ま
で、つまりミクロからマクロ、自然科
学から人文社会科学まで、さまざま
な尺度で「こころ」を捉え、客観と主
観を結び付けることで生理現象と価
値判断をつなぎ合わせていきます。
大澤　なるほど。「こころ」を定義す
るのではなく、さまざまな角度から
眺めて行くのですね。
熊谷　「こころ」を多角的に理解した
上で、その状態を可視化したいと考
えています。

大澤　「こころ」の理解は、どのよう
に人々の幸福につながっていくので
しょうか。
熊谷　現代は便利で豊かな社会にな
りましたが、必ずしもみんなが幸せ
だと感じているわけではありませ
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目標9「2050年までに、こころの安らぎや活力を増大することで、精神的に豊かで
躍動的な社会を実現」について紹介する。このプログラムでは、「個々のこころの状
態理解と状態遷移」および「個人間・集団のコミュニケーション等におけるこころの
サポート」を実現する技術の創出と社会実装を目指す。プログラムディレクターの
京都大学人と社会の未来研究院の熊谷誠慈准教授に、日本科学未来館科学コミュ
ニケーターの大澤康太郎が聞いた。

科学技術でこころの安らぎや活力を増大
精神的に豊かで躍動的な社会の実現へ

自然科学と人文社会科学を融合
技術の開発で人々の幸福に貢献

こころを遷移させる研究
幸福を増進させる技術の創成
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ん。そこで、そもそも幸せとはどのよ
うな状態なのか、「こころ」を多角的
に研究しながら「幸せ」を指標化し、
科学に基づく「幸福増進指標」として
提示したいと考えています。そして
その指標に基づいて幸福を増進させ
る幸福増進技術を開発することを目
指します。そのような技術のために
は、「こころ」の状態を知り、「こころ」
が遷移するメカニズムを解明する研
究も行わなくてはなりません。そし
て、開発された技術を社会に実装す
る研究も必要です。
大澤　具体的にはどのような研究・
開発が行われるのでしょうか？
熊谷　目標9では、マウスやサルを
対象とした研究から、ヒトを対象と
した研究まで幅広く行うことで、こ
ころのメカニズムを解明するととも
に、こころを遷移させる技術の開発
を進めていきます。一例を挙げると、

「東洋の人間観と脳情報学で実現す
る安らぎと慈しみの境地」というプ
ロジェクトでは「瞑

めいそう

想」を扱い、瞑想
状態がどのようなものなのかを脳情

報学的に明ら
かにしていき
ます。座禅を組
んで瞑想する
と心がすっき
りする人が多
いと言いますが、誰にでもできるわ
けではありません。そこで、瞑想の熟
達者とそうでない人の脳波から、脳
の状態がどのように違うのかを解明
していき、瞑想を行わなくても熟達
者のような状態に「こころ」を遷移さ
せる技術の開発を目指しています。
このほかにも、音楽などの芸術を扱
うプロジェクトや、子どものこころ
にフォーカスしたプロジェクトなど
があります。これらのプロジェクト
を通じ、福祉の向上、そして前向きに
生きられる社会の実現に、科学技術
をもって貢献していきます。
大澤　「こころの状態を遷移する技
術」と聞くと、怖いと思う人もいるか
もしれません。
熊谷　確かに、脳を操作して行動を
操られるような状況を想像すると、

怖さを感じるかもしれませんね。ま
ず考えたいことは、私たちはこれまで
もさまざまな方法で「こころ」を遷移
させてきたということです。例えば、
リラックスするために音楽を聴いた
経験は皆さんにもあるのではないで
しょうか。こころの遷移方法として適
切なものではないと思いますが、戦時
中には気持ちを高揚させるために軍
歌が使われたこともありました。重要
なのは、「こころの状態の遷移」はどの
ような目的ならよいのか、どのような
方法ならよいのか、どこまでならよい
のか、ということを国民の皆さんと社
会の中で議論し、合意を得ながら進
めていくことだと思います。この議論
そのものが、社会実装を進める上で
重要な課題となります。

大澤　目標9が目指す「精神的に豊か
で躍動的な社会」について教えてく
ださい。
熊谷　全ての人々が生きがいを持っ
て生活し、他者と思いやりのあるコ
ミュニケーションを取り、個人・集団
それぞれが自ら望む姿を実現できる
社会であってほしいと考えています。
現代社会に存在する、うつや孤独、対
立など「こころ」にまつわるさまざま
な事象に対して、時には最先端のテク
ノロジー、時には芸術、時には宗教な
どの伝統知を使って、自らがそれを望
むのであれば、ネガティブな「こころ」
の状態を抑制し、ポジティブな「ここ
ろ」の状態を増進することが可能に
なる社会を目指します。私たちの幸福
感は十人十色ですから、それぞれが
求める方向に「こころ」を動かすこと
をサポートできる技術や方法を創出
することで、そのような社会を実現し
ていきたいと考えています。

ムーンショット型研究開発事業
「2050年までに、こころの安らぎや活力を増大することで、精神的に豊かで躍動的な社会を実現」

個人・集団自らが望む姿
幸福あふれる社会の実現へ

目標9へのご意見をぜひ聞かせてほ
しいです。全てのプロジェクトで皆さ
んと対話することを目指しています。

私たち一般の人はどのような形で参加できますか？

ムーンショット目標9の研究開発プロジェクト

社会
個人や集団の

ありたい姿と両立
した社会になる

全ての人々が、
生きがいを持って
生活できる
新たな社会 集団

ありたい他者との
つながりができる

個人
ありたいこころの
状態になれる

今水PM
仏教/機械/
脳と安らぎ/
慈しみ

山脇PM
音楽でポジティブ
感性の気づきと
最大化

山田PM
逆境の中でも
前向き

松元PM
福祉と主体性
の最大化

筒井PM
多様な心、
自在ホンヤク

橋田PM
データ分散管理、
こころの自由/
価値共創

中村PM
こころの好不調
検知技術

内匠PM
こころの可視化/

操作ー
脳科学

菊知PM
子どもの
好奇心/個性

喜田PM
食の心理と

愉しみ、食嗜好性
の変化

宮崎PM細田PM中村PM内匠PM喜田PM菊知PM

山脇PM山田PM松元PM橋田PM筒井PM今水PM

細田PM
共同子育て
システム

宮崎PM
楽観/悲観、
セロトニン機序




